
４．四半期損益計算書
（単位：百万円）

2,805,671 2,645,034

2,070,003 1,895,946

( う ち 保 険 料 ) ( 2,069,535 ) ( 1,894,591 )

672,812 685,381

( う ち 利 息 及び 配当 金等 収入 ) ( 580,320 ) ( 601,357 )

( う ち 金 銭 の 信 託 運 用 益 ) ( ――― ) ( 367 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 益 ) ( 14,594 ) ( 13,315 )

( う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 益 ) ( ――― ) ( 28,430 )

62,855 63,706

2,527,855 2,450,705

1,627,659 1,679,265

( う ち 保 険 金 ) ( 470,385 ) ( 461,494 )

( う ち 年 金 ) ( 459,305 ) ( 460,681 )

( う ち 給 付 金 ) ( 291,089 ) ( 301,038 )

( う ち 解 約 返 戻 金 ) ( 339,761 ) ( 385,817 )

( う ち そ の 他 返 戻 金 ) ( 64,310 ) ( 67,246 )

332,339 221,242

332,265 221,173

74 68

200,160 183,090

( う ち 支 払 利 息 ) ( 9,039 ) ( 10,596 )

( う ち 金 銭 の 信 託 運 用 損 ) ( 200 ) ( ――― )

( う ち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( 18,399 ) ( 5,523 )

( う ち 有 価 証 券 評 価 損 ) ( 10,166 ) ( 11,550 )

( う ち 金 融 派 生 商 品 費 用 ) ( 109,091 ) ( 104,514 )

( う ち 特 別 勘 定 資 産 運 用 損 ) ( 30,540 ) ( ――― )

265,197 267,190

102,498 99,916

277,815 194,328

170 ―――

170 ―――

108,700 45,786

904 1,039

1,138 1,481

0 0

106,154 42,892

――― 4

503 368

169,285 148,542

*1 14,592 8,948

14,592 8,948

154,693 139,594

（注）*1　法人税及び住民税には、法人税等調整額を含んでいます。

金      額 金      額

第３四半期累計期間 第３四半期累計期間

２０１８年１２月３１日まで ２０１９年１２月３１日まで

２０１８年　４月　１日から ２０１９年　４月　１日から

経 常 収 益

２０１８年度 ２０１９年度

保 険 金 等 支 払 金

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

社 員 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額

経 常 費 用

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

特 別 利 益

資 産 運 用 費 用

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

減 損 損 失

固 定 資 産 等 処 分 益

不 動 産 圧 縮 損

特 別 損 失

固 定 資 産 等 処 分 損

法 人 税 及 び 住 民 税

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

社 会 厚 生 事 業 増 進 助 成 金

税 引 前 四 半 期 純 剰 余

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 剰 余

科 目

期 別
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注記事項 

（四半期貸借対照表関係） 

1．四半期特有の会計処理 

税金費用については、当第 3 四半期累計期間を含む会計年度の税引前当期純剰余に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純剰余に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税及び住民税に含めて計算しております。 

2．責任準備金には、保険業法施行規則第 69 条第 5項の規定に基づき積み立てた以下のものが含まれております。 

・ 1996 年 4 月 1日以前に契約締結した個人年金保険契約について、予定利率 2.75％を用いて保険料積立金を計算し

たことにより生じた差額を追加して積み立てることとしたもの（2007 年度から 3年間にわたる積立てを完了。なお、

年金開始する契約の年金開始後部分は、2010 年度以降も年金開始の都度積立て） 

・ 変額保険契約および 1995 年 9 月 2 日以降に契約締結した一時払養老保険契約を対象として 2014 年度において積

み立てたもの 

・ 1998 年 4 月 2日以降に契約締結した一時払個人年金保険契約を対象として 2017 年度において積み立てたもの 

3．社員配当準備金の異動状況は次のとおりであります。  

当期首現在高 242,957 百万円

前期剰余金よりの繰入額 169,630 百万円

当第 3四半期累計期間社員配当金支払額 124,053 百万円

利息による増加等 68 百万円

当第 3四半期会計期間末現在高 288,603 百万円

 

4．保険業法第 60 条の規定により基金を 50,000 百万円新たに募集いたしました。 

5．基金を 60,000 百万円償却したことに伴い、同額を保険業法第 56 条の規定による基金償却積立金へ振り替えており

ます。 

6．消費貸借契約により貸し付けている有価証券（現金担保付債券貸借取引による有価証券を含む）の貸借対照表価額

は 2,870,557 百万円、売現先取引により買戻し条件付で売却した有価証券の貸借対照表価額は 95,555 百万円であり

ます。 

7．負債の部の社債は、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付社債および外貨建劣

後特約付社債であります。 

8．その他の負債には、債券貸借取引に伴う受入担保金 1,127,358 百万円を含んでおります。 
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注記事項 

（四半期損益計算書関係） 

1．当第 3四半期累計期間における減損損失に関する事項は、次のとおりであります。 

（1）資産のグルーピング方法 

保険事業等の用に供している不動産等については、保険事業等全体で 1 つの資産グループとしております。ま

た、保険事業等の用に供していない賃貸不動産等および遊休不動産等については、それぞれの物件ごとに 1つの資

産グループとしております。 

（2）減損損失の認識に至った経緯 

一部の資産グループに著しい収益性の低下または時価の下落が見られたことから、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

（3）減損損失を認識した資産グループと減損損失計上額の固定資産の種類ごとの内訳 

用 途  件 数 減  損  損  失（百万円） 

     土 地 建 物  計 

賃貸不動産等  1 件 565 906 1,471

遊休不動産等  4 件 1 7 9

合 計  5 件 567 913 1,481

 

（4）回収可能価額の算定方法 

回収可能価額は、賃貸不動産等については物件により使用価値または正味売却価額を、遊休不動産等については

正味売却価額を適用しております。なお、使用価値については見積乖離リスクを反映させた将来キャッシュ・フロ

ーを 1.89％で割り引いて算定しております。また、正味売却価額については不動産鑑定評価基準に基づく鑑定評

価額等から処分費用見込額を差し引いた価額、または公示価格等を基準にした評価額等をもとに算定しておりま

す。 
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